
横浜市立岡村小学校 
     令和元年度 学力向上アクションプラン 

（１） 学力の概要と要因の分析 

H29年度と比較してH30年度の学力・学

習意識・生活意識のレーダーチャートが一

回り広がった（プラスとなった）。例えば、

市の平均得点を上回る学年・教科はなかっ

たが、その差２ポイント未満が３学年３教

科で５つあった。また、各教科等の学習が

「好き」とするプラス傾向も高くなり、３

学年６教科等で市と比べて15ポイント（割

合％）以上が７つあった。体験学習を重視 
したこと、ユニバーサルデザインに基づく授業づくりを大切にしたことなどがその要因と考える。 
（２）学力層を経年変化で捉えた分析 

 30年度の各学年・各教科の学力層分布は29年度のそれと比べ、飛躍的にプラス傾向を示す学年が多く確

認できた。例えば、学力層 D の割合が 40％台から 20％台に減るなど。「苦手な子」や「関心のない子」等

に焦点を当てた授業づくりに丁寧に取り組んだこと、複数教員による指導・少人数指導・一部教科担任制な

ど学習の進め方（形態など）を工夫したことなどが、プラスを生んだ要因と考える。 
（３）学習意識・生活意識と学力層とのクロス集計の分析 

 国語科の学力が低い子は算数科の学力も低い傾向にあること、授業でノートをていねいに工夫して書けな

い子、家でほとんど勉強しない子、読書をほとんどしない子は各教科の学力層Dになりがちなこと等が分か

った。授業での学び方（ノートへの記録法や話合いの仕方など）の指導の工夫等とともに、保護者との連携

を図りながら、宿題の実施、おかむらノートへのチャレンジ、読書活動の推進等、家庭学習の充実も推進し

ていきたい。 
 
 
 
 
 

 

 

１ 中期学校経営方針 

（１）学校教育目標と教育課程全体で育成を目指す資質・能力 

（２）中期取組目標 

（３）学力向上に向けた重点取組分野・具体的取組 
重点取組分野 具 体 的 取 組 

生きて 
はたらく知 

① 一人ひとりの学びを大切に、UDに基づく授業、スキルタイムの活用などの充実を 
 進める。  
② 一人ひとりの学びを大切に、少人数指導や教科担任制による指導などの充実を進め
る。 

③ 学習習慣形成のために、家庭学習や読書活動の充実を進める。 

担当 学習指導・

評価委員会 

２ 横浜市学力・学習状況調査等からの実態把握 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校教育目標  教育課程全体で育成を目指す資質・能力 

心も体も元気な岡村っ子     <自分づくりに関する力> 

中 期 取 組 目 標 
〇 思いやりをもち、輝く自分を求めて、夢中になって共に学び、未来（中学校へ）に羽ばたく子どもを育てます。 
・ 横浜市立カリ・マネ要領に示す三つのつながりを重視するとともに、自分づくり教育の10の視点、オリ・パラ教育

の４×４の取組における指導の重点等をスパイスとする、子どもにとって魅力ある教育課程を編成します。 
・ 体育科重点研究に人権教育の視点を加え、全ての子どもが運動を楽しみ、自己肯定感を高めることがで
きる授業づくりを実践研究します。その考え方を、全ての教科・領域等へ広げていきます。 

・ 新教育課程に基づく授業を含む全教育活動が充実するための学校教育環境の工夫・改善を推進します。  

２ 学力向上アクションプランの具体例 

 



３ 令和元年度 学年・教科等として育成を目指す具体的な資質・能力と具体的取組 
 育成を目指す 

具体化した資質・能力 
具体的取組 

前期 後期 

１ 

年 

 

◆友だちが何を言おうとして 
いるか分かろうとして聞き、 
相手に伝えたいという意欲を 
もって自分の思いや考えを伝 
える力 
 
◆やりたいことや分からない 
ことを解決するために自分な 
りに考えて行動する力 
 
◆学校や地域の人たち 
と楽しく交流する力 

○幼保とのスムーズな接続を目指して、 
学習内容や展開等を丁寧に進める。 
○小学生らしい学習や学校生活の習慣形

成を目指し、指導・支援を心がける。 
○めあてをもって学習に粘り強く取り組める

ように、ほめる機会を大切にする。 

 

２ 

年 

○一人ひとりのみとりを大切にして、基 
礎的・基本的な学習の習熟を図る。 
○地域の材を活かした教育活動に粘り強

く取り組めるように工夫・支援する。 
○めあてや目的をもって学習に粘り強く取り組めるよ

うに、授業と家庭学習のつながりを大切にする。 

 

３ 

年 

◆友だちの考えを自分と比較
しながら聞き、相手に伝わる
ように自分の思いや考えを伝
える力 
 
◆課題解決のために必要なこ
とを考え、最後までやり通そ
うとする力 
 
◆友だちと活動する中で互い
のよいところを認め合い、自
分のよいところを見付ける力 

○基礎的・基本的な学習の定着を目指し、授 
業の導入や振り返りを大切にする。 
○主体的に粘り強く学習に向かう力を伸ばす 
ために、算数科少人数指導等を工夫する。 
○友だちと協力して学び合う力を伸ばすため 
に、地域での教育活動をていねいに進める。 

 

４ 

年 

○基礎基本の定着を図るために、スキルタイム、小 
テストや宿題等を組み合わせて繰り返し実施する。 
○子どもたちの興味・関心を引き出すために、 
教科一部担任制や多様な学習形態を工夫する。 
○友だちと学び合う力を伸ばすために、話合 
いの場や様々な体験活動等を工夫する。 

 

５ 

年 

◆友だちの立場や意図を理解
しながら聞き、自分の立場や
意図が伝わるようにまとめて
自分の思いや考えを伝える力 
 
◆課題解決までの道筋を見通
し、困難が生じた場面でも解
決方法を工夫して、粘り強く
取り組む力 
 
◆友だちと協力し、認め合い
ながら自分のよさを生かして
活動する力 

○基礎的・基本的な学習に主体的に取り組め 
るように、多様な宿題プリントを用意する。 
○粘り強く学習に取り組む力を伸ばすため 
に、教科や単元などのつながりを大切にする。 
○一部教科担任制を導入するとともに、理科支援員や学校司書等 
と連携して子どもが主体的に学ぶ授業づくりを進める。 

 

６ 

年 

○主体的に学習に向かう力を伸ばすために、 
授業と家庭学習のつながりを大切にする。 
○対話的に学習を深める力を伸ばすために、 
話合いの場や学習形態等を工夫する。 
○中学校とのつながりを大切に、学習形 
態や教科一部担任制等を工夫する。 

 

個 

別 

支 

援 

学 

級 

◆気持ちのよい挨拶や返事をした 
り、してはいけないことがわかり、 
自制したりする力◆課題解決のた 
めに必要なことを考え、最後まで 
やり通そうとする力 ◆友だちと 
活動する中で互いのよいところを 
見付け、認め合う力 

○一人ひとりの子どもが意欲をもって、学習 
や学校生活が送れるように指導・支援する。 
○保護者と連携を深め、一人ひとりの課題の理解に 
努め、学習内容、方法や交流場面等を吟味する。 
○個別支援学級の仲間として、互いに刺 
激し助け合えるように工夫・支援する。 

 



★自分づくり教育では、学習を充実させるための「１０の視点」の記しています。 

 参考にしてください。 

１．学習の見通し    

２．めあてや目的に沿った学習の振り返り 

３．人との関わり    

４．多様な集団の構成   

５．豊かな体験活動 

６．地域教材の活用   

７．話合い活動   

８．ツールの活用 

９．学習形態の工夫   

10.場の設定の工夫 

 

アクティブ・ラーニング（主体的・対話的で深い学び） 

 

 

 

生きてはたらく知 

 ① 一人ひとりの学びを大切に、UDに基づく授業、スキルタイムの活用などの充実を進める。 

 ② 一人ひとりの学びを大切に、少人数指導や教科担任制による指導などの充実を進める。 

 ③ 学習習慣形成のために、家庭学習や読書活動の充実を進める。 

 

自分づくり教育 

① 本校の特色ある新教育課程編成のために自分づくり教育の視点から授業を実践研究する。 

 ② その視点から生活科・『横浜の時間』等で「地域のひと・もの・こと」を大切にする。 

 ③ 自己肯定感を育むために、振り返り学習等効果的に取り入れた授業を大切にする。 

 

 

オリ・パラ教育 

① 本校の特色ある新教育課程編成のためにオリ・パラ教育の視点から授業を実践研究する。 

 ② その視点から体育科学習、生活科や『横浜の時間』等の単元デザインを工夫する。 

 ③ 他人を思いやる心、共に助け合う態度を育むために、体験的な学習等を工夫する。 
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＊１「自分づくり教育」で身に付けさせたい資質・能力 

 小学校・低学年 小学校・中学年 小学校・高学年 

つ

な

げ

続

け

る 

〇挨拶や返事をしたり、してよいことと悪いこ

とがあることが分かったりする。 
〇友だちが何を言おうとしているか分かろう

として聞き、相手に伝えたいという意欲をもっ

て自分の思いや考えを伝える。 
〇新たな環境の中で友だちや周りの人と協力

しながら活動する。 

〇気持ちの良い挨拶や返事をしたり、してはいけ

ないことが分かり、自制したりする。 
〇友だちの考えを自分と比較しながら聞き、相手

に伝わるように自分の思いや考えを伝える。 
〇自分の役割を理解し、友だちや周りの人と協力

しながら活動する。 

〇相手や場に応じた挨拶や返事をしたり、約束やきまり

の意義を理解したりして、信頼される行動をとろうとす

る。 
〇友だちの立場や意図を理解しながら聞き、自分の立場

や意図が伝わるように工夫しながら自分の思いや考え

を伝える。 
〇友だちや周りの人と目的を共有し協力して活動する

とともに、活動することのよさを感受できる。 
求

め

続

け

る 

〇身近な生活の中からやりたいことや分から

ないことを見付ける。 
〇やりたいことや分からないことを解決する

ために自分なりに考えて行動する。 
〇できるようになったことや分からなかった

ことなど、自分の変化に気付くことで自信をも

つ。 

〇学校や地域の中から、やりたいことや分からな

いことを見出す。 
〇課題解決のために必要なことを考え、最後まで

やり通そうとする。 
〇できるようになったことや分からなかったこ

となどから、自分や自分を取り巻く学校や地域を

見つめ直す。 

〇学校や地域を見つめ直すことで解決したいことや解

決すべきことを見出す。 
〇課題解決までの筋道を見通し、困難が生じた場面でも

解決方法を工夫して、粘り強く取り組む。 
〇できるようになったことや分かったことから、自分や

自分を取り巻く環境を前向きに見つめ直す。 

見

つ

め

続

け

る 

〇好きなことや得意なこと、大切なことを見付

けて、友だちと認め合い、自信をもつ。 
〇係活動や家での仕事などを通して、自分の役

割の大切さが分かる。 
〇学校や地域の人たちと楽しく交流する。 

〇友だちと活動する中で互いのよいところを認

め合い、自分のよいところを見付ける。 
〇互いの役割や役割分担の必要性に気付き、自分

の役割を積極的に行う。 
〇学校や地域の人たちと交流を深める中で、そう

した人たちの考え方や生き方のすばらしさに気

付く。 

〇友だちと協力し、認め合いながら自分のよさを生かし

て活動する。 
〇自分の役割の必要性を理解し、責任をもって行動す

る。 
〇学校や地域の人と交流し、自分らしい生き方やあこが

れる生き方について考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校教育目標 

「心も体も元気な岡村っ子」 

おもいやりをもち、かがやく自分

を求めて、むちゅうになって共に

学び、みらいを創っていく子 

 

 

 

【横浜市のカリマネ構想】 

横浜教育ビジョン2030、
横浜市立学校カリキュラ

ム・マネジメント要領で示

す「教育課程全体で育成を

目指す資質・能力」の中か

ら、本校は「自分づくりに

関する力」を重点化するこ

ととした。 

【本校の実態や背景】 

 文化と自然が豊かな町、子ども

を育む温かい地域環境、フォーク

ディオゆずへの熱い思い、運動好

きな子、素直な子。一方、子ども

たちに様々な課題も見られる。そ

んな子どもたちに、夢や希望、目

標をもち、粘り強くがんばり続け

ることができる力を育みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

全ての教育活動を通して、「心も体も元気な岡村っ子」を育む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三つのつながり－教科等横断的な視 
点に立った教育（＊２『横浜の時間』、 
＊３道徳教育他）、多様性を踏まえた 
教育（＊４人権教育、＊５特別支援 
教育他）、学校間等のつながりを 
重視した教育（小中一貫、幼保 
小連携他） 

＊６       「自分づくり教育」を充実さ 
        せるための10の視点 

①学習の見通し  
①  ②めあてや目的に沿った                 

学習の  振り返り ③人との関わ                     

り    り ④多様な集団の構成       

な体験  ⑤豊かな体験活動  
②  ⑥地域教材の活用  
③ ⑦話合い活動 ⑧ツールの      

活用 ⑨学習形態の工夫 

⑩場の設定の工夫 
 
 
 

オリピック・パラリンピック 
教育推進校として－オリ・パラ教育 
の目標、＊７４×４の取組における指導重点他 

教育活動（授業づくり）デザイン 

※三つのつながり、自分づくり

教育の10の視点、オリ・パラ教

育の推進を柱に教育活動・授業

をデザインする。 
※＊８P-D-C-Aを重視したしなや

かな授業改善に努める。 



１．＊１「自分づくり教育」で身に付けさせたい資質・能力について 

 教育課程全体を通じて教科等横断的に育成を目指す「資質・能力」の「自分づくりに関する力」のイメ

ージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿 

「健康な心と体」 「自立心」 「協同性」 「道徳性・規範意識の芽生え」 「社会生活との関わり」 「思考力の芽生え」 
「自然との関わり・生命尊重」 「数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚」 「言葉による伝え合い」 「豊かな感性と表現」  

幼稚園教育要領「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」より 

成 

長 

の 

過 

程 

地域貢献・社会参画 
（求め続ける） 

共生・協働 
（つなげ続ける） 

自己肯定感 
（見つめ続ける） 

課題解決のために自分なりに考えて行動する力 

友だちや周りの人と協力する姿勢 

 『自ら学び 社会とつながり ともに未来を創る人』 

 五つの視点「知」「徳」「体」「公」「開」で表す力  

自分のよさや特性、能力の発見とそれを生かした行動 

 

課題解決のために見通しや予想をもって粘り強く取り組む力 

言葉遣いやきまりの遵守の大切さへの再認識とそれに基づく行動 

他者の価値観や個性の理解と受容 

客観的な視点から考察する力 集団のよさの理解とそのよさを引き出す意識 

友だちや自分のよいところの気付き 

社会で役立つ喜びを感じる姿 

将来の夢や希望、目標をもとうとする姿 

自ら適切かつ協働的に行動する姿 

スポーツを楽しみ、続ける力 

豊かな国際感覚 

障害者理解 



 

 

 


